
工業炉での露点管理 

●工業炉内での測定 

工業炉とは鉄やアルミなどの金属やガラスに熱を加えて加工するための巨大な設備で、産業には不

可欠なものです。工業炉の熱処理工程では炉内雰囲気中の水分量が製品品質へ影響するため、炉内

雰囲気をサンプリングし監視する必要があります。熱処理工程は様々であり、工程により-40～

+60℃DP 程度の幅広い測定範囲が必要です。 

 

●腐食性ガスへの対応 

炉内では腐食性ガスの発生が考えられるため、腐食性に弱いセンサでは対応出来ません。弊社の鏡

面冷却式露点計 DewStar シリーズは接ガス部のコーティングや鏡面にプラチナ素材を用いる対応

が可能なため、腐食性ガスの露点計測も可能です。 

 

●製品仕様 

DewStar シリーズは幅広いアプリケーションに 3つのラインナップがあります。 

・DewStarS-1 

露点・霜点測定範囲:-40～+50℃DP 

ガス温度範囲:0～70℃ 

システム精度:±0.1℃DP（0～23℃DP） 

 

 

・DewStarS-2 

露点・霜点測定範囲:-65～+15℃DP、-75～+15℃DP(水冷使用時) 

ガス温度範囲:0～50℃ 

システム精度:±0.2℃DP、±0.4℃DP（-50℃DP 以下） 

 

 

・DewStarS-3 

露点・霜点測定範囲: 0～+95℃DP 

ガス温度範囲:0～120℃ 

システム精度:±0.2℃DP 

 

●主な納入先 

・自動車部品メーカー 

・鉄鋼部品メーカー 
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